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ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp
096-334-1500

さあ みんな 知ってる ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

休日在宅当番医、イベント情報、区の窓口
業務など、いつでもお尋ねください

配布に関するお問い合わせ

午前8時～午後8時
（土・日、祝日は除く）

熊本市コールセンター

　「肥後の維新は、明治三年に来ました」という徳富蘆花著『竹崎順
子』（1923年）の有名な一節があります。江戸時代を通じて被災と修
理を繰り返しながら維持された熊本城も、この時転機を迎えまし
た。横井小楠の弟子の徳富一敬（蘆花の父）・竹崎律次郎が立案し、
新たに熊本藩知事となった細川護久のもとで実行された藩政改革
では、熊本城を廃棄する計画が持ち上がります。築城から250年余
りを経て、戦闘が大砲を主とする方法に変わり、無用の長物となって
いることや、維持管理にかかる多額の費用を省くことが主な理由で
す。明治3（1870）年9月5日に中央政府に城の廃棄を願い出て、許
可を得ています。本丸御殿に置かれていた藩庁は、廃棄に向けて花
畑屋敷に移され、同年冬には、一般庶民に城が公開されました。これ
は全国でも珍しい「御城拝見」の事例です。
　では、当時の人々が見た熊本城はどのような姿だったのでしょう
か。玉名郡江田村に住んだ五野栄八（保萬）という人の明治3年の日
記（熊本市立図書館所蔵）には、次のようにあります。「12月18日、朝
食後に熊本城内に入り、小天守の入口へ向うと、大勢の人で登るこ
ともできない。ようやく登り、小天守の部屋を拝見する。大砲・小銃・
大小の弓・兜・鎧・長刀・鑓・陣太鼓など、おびただしい備えだ。小天守
を登り終わり、その後、大天守へ移動して部屋を見ながら最上階へ
登り、四方の景色を眺めた。実に熊本領内は一目に見え、残らず見物
した。」村に帰った栄八は「御城拝見」の土産話を話して聞かせます。
その後、彼の話を聞いた家族や村の若者が「御城拝見」に出発して
いるところをみると、熊本城の公開という一大イベントを、多くの人
が楽しんだ様子が伝わってきます。
　明治4（1871）年頃に撮影された写真には、当時の人々が見た熊
本の風景が残っています。この写真は大天守の最上階から南を写し
たものですが、櫓が建ち並ぶ城内の向こうに、広い庭を持つ花畑屋

敷、さらに遠くには雁回山が見えます。
　さて、一度決まった熊本城の廃棄でしたが、結果的には実行され
ませんでした。明治6（1873）年の「廃城令」で、全国に340あった
城・陣屋・要害は陸軍用地として利用する「存城」と、大蔵省の財産と
して民間に払い下げられる「廃城」に区別されます（森山 英一『明治
維新　廃城一覧』1989年）。「存城」となったのは熊本城を含む44
か所で、それ以外の城のほとんどが「廃城」となりました。「廃城」処分
となった城の天守・櫓などの建物は安く売り出され、取り壊しが進み
ました。また、「存城」となった城も老朽化し、多額の修理費用がかか
ることから、そのまま放置されたり、建物の解体が行われることも少
なくありませんでした。熊本城には明治4（1871）年に鎮西鎮台（の
ち熊本鎮台）が置かれ、陸軍が管理していくことになります。

〈2〉熊本城廃棄案と「御城拝見」
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（熊本城調査研究センター　木下 泰葉）

市政だより配布センター

0120-666-659

▲五野栄八
　「世変化止宿万記録簿」
　（熊本市立図書館所蔵）

▲天守から南を望む（熊本市寄託）

先日、友人と先祖参りのドライブに出かけた。車内か
ら眺める景色は新緑が眩しく、久しぶりにゆったりと
した時間だった。そんな時間の中、今も復旧作業中で
天守閣に囲いがしてある熊本城のことを思い出し、
被災前は父親のような厳格な熊本城であったが、現
在は母親の愛に包まれているように感じた。　  （H）

教育に関するタウンミーティング参加者募集 無料
　子どもの教育について教育委員と一緒に語り合いませんか。

タウンミーティングとは…
●教育委員会では、市民の皆さんのご意見を本市の教育に活かすことを目的

として、平成24年度からタウンミーティングを開催しています。
●教育委員が各区の公民館へ出向き、今年度は熊本地震を踏まえての教育の

方向性について、皆さんの提案や意見を聴きます。

（教育政策課　☎096-328-2704）※当日は駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。

　詳しくは、市政だよりなどでお知らせ予定です。

日　時
場　所
内　容

テーマ
対　象
申込み

7月7日（金）　午後7時～8時半
五福公民館大ホール
・市教育委員会の取組についての説明
・教育委員との意見交換会
「熊本地震を踏まえての教育の方向性について」
市内に住むか通勤・通学する方
住所、氏名、電話番号、質問事項を電話（☎096-
328-2704）かファクス（096-359-6951）
または電子メール（kyouikuseisaku@city.
kumamoto.lg.jp）で教育政策課へ

初回は中央区で開催！ぜひ、参加ください

※今後の開催については時期・場所など変更になる可能性があります。

今後の開催予定
  8月頃
10月頃

東区・秋津公民館
南区・城南公民館

11月頃
  2月頃

北区・龍田公民館
西区・西部公民館

復興だより「Hi.Go!!」

もうすぐ、雨の季節です。
災害はいつ起こるかわかりません…
日ごろの備えを大切に!!

食料・飲料などの備蓄、
十分ですか？

折込

災害に備えて

を、本年度から一緒にお届けします。
（6月・9月・12月・来年3月）

Vol.830

K
u

m
a

m
o

to
 C

ity N

ew s / June 2 0 1 7

2～ 3

食育月間
人権作品募集
くらしの情報
受講生募集
イベント・施設の催し
区のページ（中央・東・西・南・北）

災害に備えて
4

6

8 ～ 14

15～ 17

18～ 21

22～ 26

平成29年4月1日現在　（　）内は前月比市の人口 737,812（－1,659） 347,414（－898）総　数 男　性 390,398（－761）女　性 317,707（＋63）世帯数
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